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Ⅰ　基本情報

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 北区市民部地域振興課（757-2407）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成10年1月19日 延床面積

名称

募集方法

札幌市拓北・あいの里地区センター 所在地 札幌市北区あいの里1条6丁目1-1

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

たくあいふれあいセンター（札幌市拓北・あいの里地区センター‐運営委員会、社会福祉法人札幌協働福祉会）

令和５年（2023年）4月1日～令和10年（2028年）3月31日

施設数：１施設

名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

1,297.79㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増
進に寄与する。

1階　多目的ホール・和室・実習室・図書室　2階　集会室

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運
営されることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセ
ンターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信
頼関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い
手の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁によ
る団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター
等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現
に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募とした
もの。

３　評価単位

指定期間

指定単位
施設数：１施設
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Ⅱ　令和6年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

指定管理者
の自己評価

▼地域住民のコミュニティ活動の助長・生涯学習の
普及振興を図り、地域住民の福祉の増進に寄与す
ることを目的とし、実現するため基本方針を策定し
た。

①市民の福祉の増進に努め、市民の公平な利用に
供するよう管理運営を行う。

所管局の評価項　目 実施状況

②施設の効用を最大限に発揮し、施設の設置目的
等に資するよう適切な管理運営を行う。

③まちづくり活動の助長を促進する。

④サービス水準の維持向上に努め、安定的かつ継
続的なサービス提供を行う。

⑤地域住民の声を把握し、施設の管理運営に反映
する。

⑥最小の経費で最大限の効果を上げるよう管理運
営の効率化に努める。

▼地域住民の福祉の増進を目的としたコミュニティ
施設として、公平性・公共性・公正性を重視した管理
運営を行った。

▼「札幌市区民センター条例」等を遵守し、誰もが平
等かつ公平に利用機会を確保し、安全で快適な環境
を提供した。

▼利用者の多様性に柔軟に対応し、誰もが利用しや
すい、また利用したくなる地区センターを目指した。

▼職員は公共施設の管理を行うという意識を高め、
公共サービス従事者としての心構えを持つようにし
た。

▼電気・ガス・水道の使用については利用者への
サービスの低下に繋がらない程度に節約に努め、電
気使用量は昨年より下回った。冬期間においては館
内の窓に遮熱対策を行った。

2023年

2024年

電気（Kwh） ガス（㎥） 水道（㎥）

77,395 15,046 498

70,094 15,995 536

使用量

　定員のある区民
講座の応募に関し
ては抽選とし、公
平・公正を確保し
た。
　
　貸室業務において
も頻繁に抽選を行っ
たが、どの団体にも
忖度することなく複
数人が立ち会って
抽選機で抽選を
行った。

　利用率が上がると
自ずと水道光熱費
も増加するであろう
と予測していたが、
職員による節電の
効果もあるが施設
に設置されていた
冷房機器が故障の
ため使えず、小型
冷房機器だったた
めか夏季の電気使
用量が少なかった。

▼「クリーンミーティング」研修を職員向けに開催し、
ごみ減量や3Rの取組、ごみ分別等を学び、省エネ意
識を高めた。

▼二酸化炭素排出量削減を目指し、利用者には公
共交通機関のご利用を薦め、また館内照明のLED化
を積極的に行った。

■基本方針を適
切に策定し、公
正・公平な施設運
営に取り組んでい
る等、要求水準を
達成していると認
められる。

■平等利用を確
保する上で、公平
性・公共性・公正
性を重視した管理
運営を行い、関係
規程等に基づき
適正に取り組んで
いる等、要求水準
を達成していると
認められる。

■資源リサイクル
やエネルギー使
用量の削減、節約
に積極的に取り組
んでいる等、要求
水準を達成してい
ると認められる。

　定期的に職員の
打合せを行い、私た
ち職員が目指す基
本方針を都度確認
し合い、拓北・あい
の里地区センターと
して取るべき行動な
どを明るみにしたこ
とで、職員によって
変わることのない一
定のサービスの提
供ができたことで、
利用者も安心して
当センターを利用で
きたと思われる。
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▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

▼従事者には地域にある大学の学生が6人おり、当
センターを介して地域活動へも参加し、地域活性化
の一翼を担っている。

▼利用者のニーズを把握するために、館内に「意見
箱」を設置し、利用者意見については職員間で情報
を共有し、改善すべき事項に関しては速やかに見直
しを行った。

▼管理水準の維持向上について、職員間で正しい
情報共有が重要と考えており、朝夕の申し送りや、
職員全員を対象とした定期的な打合せを行った。

　図書室長を新任し
たことで図書室業務
と貸室業務、双方
の業務が円滑にか
つ効率的に行わ
れ、協力体制も整
い、相互に良い関
係性となった。
　

学生従事者は、当
センターでコミュニ
ケーションスキルや
基本的なビジネスマ
ナーが身に付き、実
習先でも活かすこと
ができたと喜んでい
た。今後も積極的に
採用していく。

　定期的に職員間
で情報共有する場
を設けており、そこ
では業務の効率化
に向けた見直し、利
用者ニーズへの対
応、今後の事業の
進捗および実施に
おける具体策など、
充実した話し合いを
行い、当センターの
管理運営に活かす
ことができた。

　定期点検はもちろ
ん、緊急の場合に
は随時点検・修繕
にも応じてもらい、
利用者の安全を守
り、サービスの低下
も防いだ。
　老朽化が進んで
いるので、建築基準
法定期点検で建物
等に複数個所不具
合を発見した場合、
緊急性の高い物か
ら順次修繕した。

▼札幌市が認める第三者委託業務に関しては、仕
様書通り実施した。保守点検後は業務完了報告書を
提出してもらい、履行確認をした。

＜第三者委託業務＞
・清掃業務
・警備業務
・エレベーター保全業務
・自動ドア保全業務
・消防設備保全業務
・外構緑地管理業務
・除排雪業務
・舞台装置保全業務
・ボイラー保全業務
・自家用電気工作物保安管理業務
・建築基準法定期点検業務
・予約システム保守運用業務

▼仕様書に基づき、館長・館長代理を配置している。

▼図書室統括責任者として図書室長を新任し、図書
室業務を適切に行い、また館長との協議・報告など
責任を持って対応している。

▼年度当初の研修計画に基づき職員研修を行った。
該当研修参加職員は研修報告書を提出した。

■管理運営業務
を適切に行い得る
組織が整備され、
従事者が適切に
確保・設置されて
いる。また、研修
の実施等により、
人材育成の取り
組みが十分になさ
れていることか
ら、要求水準を達
成していると認め
られる。図書室長
の新設という工夫
を行ったり、地域
の大学生を雇用
し、地域とのつな
がりを生んでいる
点も評価できる。

■定例会議の実
施等、職員間の情
報共有方法を明
確にしているとと
もに、利用者の意
見を参考に内容を
精査し、改善を図
るなど、要求水準
を達成していると
認められる。

■適切に対応して
おり、利用者の安
全確保、市民サー
ビスの向上に努め
ているなど、要求
水準を満たしてい
ると認められる。
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　毎月、月次決算を
行い利用料収入や
費用、利益を把握し
運営の見直しや改
善に取組んだこと
で、積極的に地域
還元をおこないつつ
も、損失を出すこと
はなかった。

▼資金管理

・年度当初に業務で必要とされる資金予測を立て、
支出に備え日常的な現金管理および長期的な預金
管理をした。

・毎月、合計残高試算表を作成し、収支バランスを確
認。緊急な場合を除き、修繕等に対する支出は計画
的に行った。また、経費の中でも割合の高い人件費
については、事業計画等を照らし合わせ各担当職ご
とに配分された予算を考慮しながら職員配置を行っ
た。

・9月と3月に会計監査を受けた。

＜協議会メンバー＞

○拓北・あいの里連合町内会会長
○北区市民部地域振興課長
○拓北・あいの里まちづくりセンター所長
○北区市民部地域振興課地域活動担当係長
○社会福祉法人札幌協働福祉会常務理事
○あいの里東中学校校長
○拓北・あいの里地区民生委員・児童委員協議会会長
○たくあいふれあいセンター会長
○拓北パレス町内会会長
○拓北・あいの里地区子ども会育成連絡協議会会長
○TAダンスサークル代表

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

開催回

第４回
（3月18日）

第３回
（2月21日）

第１回
（6月10日）

第２回
（9月25日）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

　運営協議会は所
定回数開催され、
管理運営水準の向
上のため活発な意
見が交わされた。特
に、市民が参加す
る多岐にわたる区
民講座や地域交流
事業についての取
組やそれに対する
利用者のご意見、
施設内外の設備等
の不具合の対処の
仕方など、構成員
の方々の忌憚のな
い意見が大変参考
になり管理運営に
活かした。

＜報告事項＞
令和5年度事業実施状況について
令和5年度予算執行状況について
令和6年度事業実施状況について
令和6年度予算執行状況について

＜報告事項＞
令和6年度事業実施状況について
令和6年度予算執行状況について
＜その他事項＞
第27回文化フェスタについて

＜報告事項＞
令和6年度事業実施状況について
令和6年度予算執行状況について
＜その他事項＞
第27回文化フェスタ収支報告
アンケート集計結果について
＜報告事項＞
令和6年度事業実施状況について
令和6年度予算執行状況について
＜協議事項＞
令和7年度事業計画について
令和7年度運営費収支予算について

■運営協議会が
所定の回数開催
され、必要な事項
について協議等
がなされている
等、要求水準を達
成していると認め
られる。

■実地による財務
関係書類等の検
査により、帳簿・
現金等が適切に
管理されているこ
とを確認してい
る。また、定期的
に会計監査を実
施する等、要求水
準を達成している
と認められる。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼図書室は11月1日から30日、貸室業務は3月1日
から31日にアンケート調査を行った。

▼区民講座や地域交流事業では可能な限りアン
ケート調査をおこなった。文化フェスタについても同
様に調査し、集計結果を掲示した。

▼昨年の利用者アンケート結果を今年度の事業に
活かして開催した。

▼時間外労働・休日労働に関する規程は36協定に
よって必要な定めをし、労働基準監督署へ届けた。

▼給与の支払時期、支払方法等、賃金に関する事
項を遵守した。

▼年次有給休暇は規程通り付与し、取得しやすい環
境を心掛け、職員の有給取得率は100％であった。

▼全職員に対し、最低賃金以上の取扱いにした。
（勤務年数等に応じ1,030円から1,080円）

▼現金の適正管理

・経理担当者が現金出納帳に記録し、館長は現金と
経理書類の照合を行った。

・利用料金等収入は独立した帳簿に記録し、担当者
と館長が照合したのち、翌銀行営業日に預金口座に
預入をした。

▼館内にご意見箱を設置し、利用者のニーズや苦情
に対応した。投函された意見については速やかに対
応したが、備品購入希望等については慎重に考慮し
対応していく。

▼貸室業務や図書室業務に関する意見・要望は内
容によっては苦情処理委員会で協議することとなっ
ている。寄せられた内容について職員間で情報共有
する。

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無
などの安全衛生面を含む)

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　要望・苦情対応

▼今年度は労災事故はなかったが、万が一当該事
故があった場合には速やかに検証し、再発防止に努
める。

▼健康保険法・厚生年金法・雇用保険法・労働保険
の保険料徴収等に関する法律に遵守した。

▼仕事と生活の調和を図り、両方を充実させる（ワー
クライフバランス）ため、多様な働き方を認めた。特に
子育て中の職員や学生の職員に配慮し、ワークライ
フバランスの実現を目指した。

■要望・苦情等に
ついて適切に対
応しており、要求
水準を達成してい
ると認められる。

　小口現金は消耗
品代など日常的に
発生する少額の経
費に対応するため
に用意し、随時補充
しているので無駄が
なく、事故に繋がる
ことはなかった。

　令和6年度は苦情
処理委員会での検
討事項はなかった。

　利用者によるアン
ケート調査やご意
見は大変参考にな
り、管理運営、サー
ビスの改善などに
役立てた。

　労働基準監督署
からの行政指導は
なかった。

　短時間勤務職員
（学生）については、
学業優先とし試験
期間は長期休暇を
認めるなど柔軟に
対応した。

　所定外労働時間
を抑制するため、各
自の業務量を把握
し、分業する措置を
講じた。

　職員の健康面に
ついて、該当職員
は労働安全衛生法
で定められた定期
健康診断を実施し
た。

■アンケート調査
及び結果分析、セ
ルフモニタリング
が適切に行われ
ていると認められ
る。

■実地による関係
書類の検査等に
より、労働関係法
令が遵守され、関
係規則等が整備
されていることを
確認した。また、
付与された年次有
給休暇を10割取
得している等、要
求水準を達成して
いると認められ
る。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼利用者の個人情報を収集する場合は、必要な範
囲内で適切な手段で収集し、目的以外に使用するこ
とはしない。

▼事故を未然に防ぐため、専門業者に施設・設備の
保守点検を定期的に依頼し保全に努め、また緊急に
起きた不具合に付いてはすみやかに対応した。

▼仕様書通り施設賠償責任保険に加入し、区民講
座や地域交流事業においても必要な場合には保険
に加入した。

▼清掃業務等、第三者委託しており、仕様書水準を
達成するよう実施した。

・器具庫扉修繕
・LED交換工事
　　　（図書室、まちづくりセンターほか全6個所）
・ブラインド修繕（実習室）
・クロス張替工事（実習室）
・吊り下げバー修繕
・カーテン更新（図書室）
・パネルヒーター脱着工事（実習室）
・照明不点灯修繕（多目的ホール）
・自動火災報知機、ガス漏れ感知器交換
・鍵破損修繕（実習室、ロビー）
・鍵不調修繕（玄関）

▼定期巡回は利用者が入室前と退室後には必ず行
い、利用者の安全性を保つように心掛けた。

▼設備等に不具合があった場合は、軽微な修繕は
職員が、また状態によっては専門業者に修繕を依頼
し早急に対処した。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

・冷暖房機器（ロビー）
・業務用扇風機2台（多目的ホール）
・料金表プレート

▼駐車場が混雑した場合には、近隣に借り上げてい
る駐車場にご案内した。（借り上げ4台分）

▼防災訓練および避難訓練、またAEDによる心肺蘇
生法等の実務研修を実施した。

▼利用者が快適に当センターを利用できるように下
記の備品を購入し設置した。

　利用者の安全確
保対策のため、中
学生以下のみの利
用は日中であっても
利用制限をした。

　利用者の立場に
たち、利用者の安
全確保と快適な施
設利用を第一と考
え、職員一同施設
の環境整備に取り
組んだ。

　施設内外で修理
が必要な場合には
早急に対応し、利用
者の安全・安心を確
保した。

　憩いの場づくり施
設活用事業（無料）
は予約制を導入し
てからは駐車場の
混雑は解消された。
特定曜日やイベント
利用がある時には、
駐車場の混雑が予
測されるので職員
が事故防止のため
誘導する場合もあっ
た。

　清掃は職員も随
時行い、清潔な施
設を保った。

▼外構緑地は業務委託により、夏期間は草刈りを定
期的に行い、冬期間には冬囲いおよび除排雪を行う
ことで外観を整備し、利用者の安全確保に努めた。

■利用者等の安
全確保が適切に
行われており、事
故等は発生してい
ない。また、適切
に各保険に加入
し、緊急時の連絡
体制も確立してい
る等、要求水準を
達成していると認
められる。

■各維持管理が
適切に行われて
おり、要求水準を
達成していると認
められる。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21 28

アロマオイルの調香

家計簿活用術

クレイクラフトでリース 10

8 88

10

10 10 100

10

▽　防災

タイルクラフトで
コースターづくり

15 8 98

15 25 92

カンフーキッズ入門 10 6 88

健康フラダンス 10 7 95

子どもお菓子作り 28 100

指ヨガ

３Ｂ体操

ロゼットを作ろう

（4）事業の計
画・実施業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

KIDS　DANCE教室

応募者少数のため中止

応募者少数のため中止

24 24 98

10 20 92

15 12 92

講座名 定員

虫よけスプレー

ディンプルアート

ＰＯＰなピラティス

9 96

10

つまみ細工 12 5 100

パスタ教室 12 12 99

20

応募者少数のため中止

参加人数 満足度（％）

10 12 92

10 5 88

ハーブソルトを作ろう 10 7 93

韓国語入門

エッセンシャルオイル
のある暮らし

楽しいハーモニカ 10 7 90

イスの健美操 15 応募者少数のため中止

　7月には消火及び
避難訓練を行い、
11月には通報訓練
を職員各10名で
行った。

　昨年度に引き続
き、令和6年度も21
講座を計画した。
　そのうち、４講座
の応募者が極端に
少なくやむなく中止
となってしまった
が、開催された講座
については満足度
が平均94％を超え
る高評価であった。
中でも子どもを対象
とした講座について
は関心も高く、すぐ
に定員を超える応
募者数となり、急遽
定員を増員し対応し
た。「楽しいハーモ
ニカ」はサークル化
し、「KIDS DANCE」
「カンフーキッズ」
「健康フラダンス」
「韓国入門」は当セ
ンターで活動してい
る既存サークルに
受講者が加わり、
サークルの活性化
にも繋がった。

▼自衛消防訓練を年2回行った。 ■規定に基づく訓
練が行われてお
り、要求水準を達
成していると認め
られる。

■年齢層に合わ
せた幅広い講座
を実施するなど、
内容が充実してお
り、魅力ある講座
の開拓に努めて
いる。その結果、
受講者の満足度
も高く、サークル
化に繋がっている
講座や、サークル
の活性化に繋
がっている講座が
あるなど、利用者
増に期待できる。
今後も受講者が
更に増えるよう、
積極的に取り組ま
れることを期待す
る。
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8
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10
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12

13

14

15

16
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18
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20

21

▽　地域住民の交流を目的とした事業に関する業務

事業名 目標人数 参加人数 達成率(％）

おはなしの会
（各月1回）

220 98 45

自然観察ウォーク 50 52 104

バドミントン交流会 30 30 100

本の装備体験
（小学生対象）

6 7 117

夏のお楽しみ会 30 52 173

観劇会 30 108 360

たくあい麻雀大会 60 32 53

すこやか
健康セミナー

50 36 72

文化フェスタ
ステージ・作品展示

1000 1636 164

たくあい
ふれあい寄席

50 58 116

みんなで歩こう会 60 62 103

たくあい
演芸交流会

30 33 110

親睦
パークゴルフ大会

100 66 66

学生芸術展 200 190 95

冬のおたのしみ会 30 58 193

新春囲碁大会 20 19 95

たくあい
キャンドルナイト

1000 1000 100

たくあいふれあい
写真展

30 30 100

絵本のオープンマイク 6 4 67

ボッチャ交流会 30 36 120

輪投げ大会 50 50 100

　地域交流事業に
おいて地域住民の
関心が最も高いの
は、秋に行われる
文化フェスタであ
る。今年度はサーク
ルの活動発表と同
時に屋外で「こども
縁日」を初開催。前
売り券の販売時期
から地域住民の関
心度が高く、好調な
売れ行きであった。
　「こども縁日」当日
も会場には約500名
の市民が来場し、
かなりの賑わいを
みせ、成功に終わっ
た。
　その他、新事業と
して「麻雀大会」と
図書室のPR事業と
して「絵本のオープ
ンマイク」を開催。
絵本のオープンマイ
クの参加者は現在
サークル化し、月に
一度当センターで
活動している。
　定期開催している
「たくあいキャンドル
ナイト」は今年度は
参加型とし、アイス
キャンドルに押し花
を貼り付けるボラン
ティアを募ったとこ
ろ、80名が参加し
た。
　地域交流事業は
回覧版やホーム
ページ等で周知して
いるが、どの事業も
年々参加者が増え
ている。

■さまざまな事業
を企画・実施し、
多くの事業で目標
人数を上回る参
加者を集めてお
り、中には目標を
大きく上回る事業
もあるなど、要求
水準を達成してい
ると認められる。
今後は参加者が
更に増えるよう、
積極的に取り組ま
れることを期待す
る。
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6

▼利用状況

バドミントン 55 232 243

囲碁・将棋 45 180 307

自習室 89 543 111

実施総日数 総時間 利用者実数

親子ふれあいの日 35 147 348

卓球 55 232 389

▽　図書室業務

事業名

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に
　　関する業務

たくあい学びの場 10 30 185

69,763 ▲ 1,113

蔵書数(3月末) 39,096 39,420 324

▼地域教育機関校外学習の一助として、小学生生活
科の体験学習やインタビュー、教育大附属中学の生徒
によるアンケート等の協力を行った。

▼図書室利用促進のため、ホームページや図書室便
りにて情報提供し、より多くの図書室所蔵の本を手に
取ってもらえるように、新着資料の紹介コーナー、月毎
の特集展示を充実させ、大人向け絵本オープンマイク
や、地域小学校ボランティアの協力による行事を行うな
どした。

登録者数について
は、図書館の電算
更新にあわせて未
利用者のデータ削
除により増減はある
が、令和６年度の新
規登録者は４７７名
となり、広報誌での
様々な情報提供や
子ども、大人向け、
展示・イベントなど
開催の成果があら
われた。新規登録
者の増加に従い、レ
ファレンスも増えて
いるが、職員一同
心を込めて対応す
ることに務めた。

令和5年 令和6年 増減

開室日数 280 280 0

登録者数 3,158 3,198 40

貸出冊数 70,876

■月に１回以上複
数分野において
実施しており、利
用者が増加してい
るなど、要求水準
を達成していると
認められる。
地域の大学生と
連携して子どもと
交流が図られてい
る点も評価でき
る。

　親子ふれあい、卓
球、バドミントンの
種目については予
約制を導入してお
り、他区からの利用
者も増えた。昨年度
は囲碁・将棋の利
用者が少なかった
ので開催曜日を日
曜日から金曜日に
変更したところ、年
間利用者数が16名
から307名に増加し
た。

■図書室の利用
促進のため様々
な取組を行ってい
るとともに、利用し
やすい環境整備
に努める等、要求
水準を達成してい
ると認められる。
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8,041

76.1

▽　利用促進の取組

8,100

実習室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

599 620 666

4,029 4,050 4,333

54.2 55 60.8

和室Ａ

和室Ｂ

合計

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

5,830

839

78

▽　不承認 0件、取消し52件、減免0件、還付7件

8,072

65 64.664.3

803

25,235

898

18,202

R6年度実績

稼働率(％)

集会室Ａ

693

人数(人）

▽　利用件数等

件数(件)

多目的
ホール

66.7 67.9

800

（5）施設利用
に関する業
務 R5年度実績 R6年度計画

6,000 5,674

稼働率(％) 77

集会室Ｂ

稼働率(％) 66

件数(件)

人数(人）

人数(人）

699

18,000

850 841件数(件)

700

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

657 660 704

4,076 4,100 3,849

59.9 60 62.2

503 520 565

3,446 3,500 3,621

47.8 50 53.6

4,094 4,150 4,373

43,624 43,750 50,784

61.7 62 64.2

▼17講座を開催し、1講座サークル化し現在も活動
中である。また既存サークルの活性化に繋がるよう
な講座も開催した。

▼憩いの場づくり施設活用事業（無料）の囲碁・将棋
の開催日を日曜日から金曜日に変更したところ利用
者数が令和5年度は16名であったが令和6年度は
307名になった。

　区民講座の応募
者が多い場合は、
可能な場合に限り
講師と相談した上で
定員を増やし、一人
でも多くの方に受講
していただくよう対
応した。

　貸室状況は全て
の室で昨年度を上
回る実績となり、利
用者数も大幅に増
加した。
　利用促進の取組
としては、当セン
ターを幼児から高齢
者まで幅広い年齢
層に利用していただ
くために、区民講座
や地域交流事業、
憩いの場づくり施設
活用事業を利用し
たい方が利用しや
すい時間や方法を
考え、また今までに
利用したことがない
方には、当センター
に関心を持っていた
だけるような事業を
積極的に開催する
ことで、利用拡充を
図った。
　また現在利用して
いただいてる団体を
応援することも怠ら
なかったことで利用
者団体と築いた信
頼を維持することが
でき、現在も継続し
て利用していただい
ている。

■目標利用率とし
ている66％程度を
下回った貸室もあ
るが、ほとんどの
貸室において計
画を上回ってい
る。また、利用者
のニーズに応える
ことで、利用促進
が図られており、
要求水準を達成し
ていると認められ
る。今後も、利用
者の増加に資す
る取組を積極的に
行われること、稼
働率の低い貸室
の利用向上を期
待する。
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▼古紙回収収入　　　　63,595円

▼外構緑地・除排雪は地域にある社会福祉法人に業務委託して
いる。

▼全国肢体不自由児者父母の会連合会、札幌市母子寡婦福祉
連合会の自動販売機を設置しており、各団体に自動販売機収入
が支払われている。

▼消耗品等購入や、館内修繕は市内業者を活用した。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▽掲示及び配下に関する業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

▼区民講座、地域交流事業は該当地域の町内会回
覧を活用し地域住民に周知した。対象が小学生以下
の事業は小学校や幼稚園・保育園を介して周知し
た。

▼令和5年度にホームページを更新したことで、ホー
ムページの利用率が47.4％に上がった。（アンケート
調査より）

▼事業案内の「地区センタ―だより」と図書室PR紙
の「あいぶらりぃ」は年4回発行し、この紙面について
の問い合わせも多かった。

▼自動販売機収入　　71,280円

（6）付随業務 ▽　広報業務

　掲示板スペースも
狭いので掲示でき
ないチラシは配架し
た。

　古紙回収量も減っ
ているが、古紙回収
業者の回収量に対
しての単価が下が
り、昨年度よりも収
入額が減少した。

　施設設備の修繕
等は全て市内企業
に依頼した。

　憩いの場づくり施
設活用事業の開催
日は空き室がある
場合に開催する
が、昨年囲碁・将棋
に関しては極端に
利用者が少なかっ
たので、囲碁愛好
者の方々を招いて
相談会を開催し意
見を徴収したとこ
ろ、平日を希望する
方が多かったので
日曜日から金曜日
に変更したところ、
大幅に利用者数増
加を図ることができ
た。

▼当センター内の掲示板については当センターの事
業を優先的に掲示し、その他については一定のルー
ルの基、公平・平等に掲出した。

　町内会回覧は有
効的なので、区民
講座や地域交流事
業の案内のチラシ
は目を引き、読みや
すく、分かりやすい
紙面を心掛けた。

■チラシの配布や
ホームページにお
いて、利用者の立
場に立った情報発
信を適切に行って
いる等、要求水準
を達成していると
認められる。

■計画のとおり自
主事業を実施し、
これに係る経理を
区別して適切に管
理している。また、
市内団体の活用
に努めている。

11



（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

　窓口応対は、職員
ごとに差がないよ
う、定例の職員打合
せにて接客の受け
答え、事業の詳細、
管理運営の現状や
課題などを職員間
で確認し、日々の利
用者対応に活かし
た。。
　その結果、アン
ケート調査内容に
ついては高評価で
あった。

憩いの場

その他

未記入

悪い

未記入

Q4　館内の清掃状況

1.2

12

1.1

97.2

2.7

0

0.1

Q3　職員の応対

大変良い

19.2

2.6

1.4

79.7

3.6

34.6

37.2

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

結果
　概要

2.4

サークル活動

証明書発行等

普通

＜貸室利用者＞

当センターを利用しているサークルの方対象にアン
ケート調査をおこなった。

調査期間：令和7年3月1日～令和7年3月31日
配布数：83　　　回答数：78　　　回収率：93.9％

＜図書室利用者＞

札幌市中央図書館より配布されるアンケート用紙を
使用し実施した。

調査期間：令和6年11 月1日～令和6 年11 月30 日
配布数：60　　　回答数：46　　　回収率：77％

Q1　施設の利用頻度

毎日

週2回以上

0

5

週1回程度

月に2～3回

年に数回

あまり来ない

未記入

Q2　目的は何ですか（複数回答）

図書室利用

大変良い

普通

悪い

未記入

Q5　貸室等の施設状況

大変良い

普通

悪い

未記入

97.2

2.7

0

0.1

92.3

6.4

0

1.3

■利用者アンケー
トの結果は、職員
の対応が良かっ
たという意見が多
数寄せられるなど
高評価であり、要
求水準を達成して
いるものと認めら
れる。今後はより
多くの利用者の
ニーズを的確に把
握することで、今
後のより良い施設
運営に生かしてい
くことを期待する。

12



（別紙１）

Q6

11 ％

44 ％

30 ％

15 ％

0 ％

44 ％

15 ％

0 ％

0 ％

41 ％

15 ％

37 ％

4 ％

0 ％

44 ％

31 ％

39 ％

4 ％

2 ％

24 ％

17 ％

20 ％

2 ％

0 ％

61 ％

50 ％

48 ％

0 ％

0 ％

2 ％

職員の応対、全体
の満足度は、どちら
も90％以上となっ
た。日頃より丁寧な
応対によると思わ
れる。

▼図書室について

Q1　本の種類・数

満足

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

わからない

Q2　本の探し方や調べ物の相談

満足

Q5　子どもの成長に応じた本やイベントの充実度

満足

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

わからない

Q3　行事の充実度（テーマ展示など）

満足

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

わからない

Q4　館内の検索機等、予約システムの使いやすさ

満足

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

わからない

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

わからない

Q6　図書室内の設備（分類表示など）

満足

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

わからない

当センターで行われているイベントで楽し
みにしている事業

・文化フェスタ　　32.2％
・たくあいキャンドルナイト　24.1％
・たくあいふれあい写真展　11.5％
・他、学生芸術展、おはなし会、ボッチャ交流会

13
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33 ％

33 ％

2 ％

2 ％

30 ％

76 ％

22 ％

0 ％

0 ％

2 ％

37 ％

56 ％

7 ％

0 ％

0 ％

21 ％

21 ％

6 ％

9 ％

43 ％

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

わからない

▼貸室利用の意見・要望

＜意見＞

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

わからない

Q9　全体的な満足度

満足

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

Q7　図書館だよりや中央図書館のホームページ等
　　による情報提供

満足

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

わからない

＜対応＞

昨年度、長テーブルを更新している。

わからない

Q10　電子書籍の種類・数

満足

Q8　図書室職員の応対

満足

利用者からいただ
いたご意見等につ
いては、利用者
サービス等の改善
や向上、のため、管
理運営に反映して
いく。
また、ご意見にこの
地域の環境問題に
ついての要望もあ
り、札幌市関連部署
より回答をお願いし
た。

長テーブルが重い

＜意見＞

ごみ箱を設置して欲しい

＜対応＞

利用者側で発したごみについてはお持ち帰りいただ
いていることを周知した。

ネット環境の整備をしてほしい

＜対応＞

貸室の利用者にWi-Fiの貸し出しがあることを周知し
た。

＜意見＞

14
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予約できる冊数を増やして欲しい。

＜対応＞

▼図書室への意見・要望

＜意見＞

リクエスト（予約）しても待ち時間が長い。

声の大きさ等含め、他の利用者に配慮を求める様、
都度都度お声がけした。

今後の検討課題として中央図書館に伝えた。

＜意見＞

大人にもおすすめの絵本コーナーが欲しい。

＜対応＞

絵本展示コーナーを充実させ、大人の方にも気軽に
手に取ってもらえるようにした。

＜意見＞

子どもの大声、親の読み聞かせパブリックなスペー
スでよろしくないのでは？

＜対応＞

＜対応＞

昨年同様予約開始時期の変更により、お待ちいただ
く時間が少なくなった事を引き続き掲示した。

＜意見＞

新しい本をもっと入れて欲しい。

＜対応＞

貸出カウンター横に新刊情報を、ビジュアル版にて
展示した。

＜意見＞

要望・ご意見は、当
図書室で対応でき
るものについては、
速やかに対応する
ように心掛けてい
る。特に新着図書
案内の掲示は、利
用者の皆様に大好
評いただいた。

15
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　貸室利用料金収
入が計画を大幅に
上回り、例年以上に
地域還元することが
できた。
　また、余剰金の一
部で図書室内の閲
覧席上部の照明を
全てLEDに交換し
た。

0

その他 615 1,740 1,125

2,162

2,312 下記のとおり

自主事業収入 100 134 34

指定管理業務支出 36,771 38,933 2,162

支出 36,788 38,950

利用料金 8,300 9,296 996

指定管理費

2,155

指定管理業務収入 36,784 38,905 2,121

収入 36,884 39,039

84

純利益 0 5 5

▽　説明

96

【参考】 R6年度決算 内容

指定管理業務による利益還元

自主事業支出 17 17 0

収入-支出 96 89 ▲ 7

▲ 12法人税等

自主事業による利益還元

４　収支状況

27,869 27,869 0

▽　収支

項目 R6年度計画 R6年度決算 差（決算-計画）

（千円）

■計画に比べ、支
出が増となったも
のの、利用料金収
入も大幅な増とな
り、収支は黒字と
なっていることか
らも、適正に運営
されていると認め
られる。また、積
極的利益還元を
行っていることも
評価できる。

▼当期純利益は￥5,274であった。

▼指定管理費による利益還元
　蔵書\199,014、備品購入￥639,100、修繕費￥1,474,330

▼その他収入
　・受講料等事業収入\370,100、受取利息￥4,265、
　　雑収入\284,955、
　・札幌市より人件費上昇分・利用料改正に伴う必要経費・
　　　電気代等高騰経費見直し分￥725,332を含む。

▼自主事業
　　古紙回収収入￥71,280、自動販売機収入￥63,595

▼主な利用料金収入増額の要因は、下半期の多目的ホールの
利用率が令和5年度は平均71％に対し、令和6年度は平均81％
（3月については93％）であったことが大きく影響している。

▼収支バランスを考慮しながら積極的に館内修繕を行った。特
に照明のLED化を勧めており、図書室の一般閲覧席照明は修繕
費で、児童用閲覧席照明は余剰金でLEDに交換した。
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　毎月の予算管理
を怠らず、また職員
のモチベーションを
下げることなく、職
員一丸となって経費
削減に取り組むこと
が大切だと考えて
いる。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▼安定した経営を行うには、多くの方に当センターを利用してい
ただくこと、また利用も継続的に行われることが重要であると考
えている。そのためには、職員ひとりひとりが個々の利用者に対
応する適用型のサービスを提供することが必要不可欠であり、
また施設環境も整えることで利用料による収入を安定させた。一
方で経費削減を実施することで当センターは資源をより有効に
活用し、積極的に地域還元を行うことができた。職員の適切な配
置により、接客サービスの低下を防ぎながら人件費を抑え、また
利用者が気持ちよく当センターを利用していただくために固定費
を削減し施設設備の修繕等に充当した。
このように今後も利用料による収入を確保し、無駄な支出を見直
すことを長期的に行っていく。

▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、
暴力団や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。

▼各条令の規定に則り、全て適切に対応した。

▼オンブズマンの実施調査はなかった。

▼情報公開請求はなかった。

　今年度はどの条
例についても開示
請求はなかった。
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Ⅲ　総合評価

▼区民講座では、趣味の充実や教養を身に着ける魅力
的な講座を実施することで、次回の当センター講座への
期待感や地区センターへの興味関心が沸き、足を運ん
でくれるといった良い流れが生まれるような講座を意識
し開催する。

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

▼管理に係る収支について

区民講座や地域交流事業の開催、憩いの場づくり施
設活用事業など日常的な活動で地域住民同士が交流
できる場を積極的に設けたことや、利用者ニーズを受
け入れ取組の見直しをしたことで、利用者が増え利用
料金収入額が上がった。その一方で職員一同無駄な
経費削減に取組むことで得た収益で、昨年度以上に
地域に対し利益還元ができ、望ましい結果となった。

▼区民講座等事業について

アンケート調査によると21事業開催したうち、文化フェ
スタが最も人気が高く、次いでたくあいキャンドルナイ
ト、たくあいふれあい写真展が好評であった。令和6年
度の文化フェスタのボランティアは地域の高校生や大
学生の協力をいただいたことで、活気があり、幅広い
年齢層の地域住民同士の交流の深まりを感じさせる
事業になった。

令和６年度は17講座を行い、受講者数は205名であっ
た。特に小学生以下を対象とした講座が人気で定員を
超えた講座はできる限り多くの方が受講できるよう配
慮した。また、2講座がサークル化したことも喜ばしい
結果である。

▼地域交流事業について

▼経営については、これまで通り利用料金収入の安定
化に尽力し、経費削減を念頭におきながら運営していく。

▼貸室業務および図書室業務ともに、利用者に対する
敬意を忘れず、丁寧に各個人に合わせた接客を心掛
け、1人でも多くの市民に利用していただくことを目標とす
る。

▼地域交流事業は、地域住民の協力を得ながら一つ一
つの事業を運営することで、地域住民同士の交流を図り
地域を活性化させるツールとして大変重要な取組であ
る。これら地域交流事業の成功には地域住民に地区セ
ンターへの理解を深めていただくことが大切であると考
え、「地域住民の誰もが気軽に利用できる地区センター」
をPRしていく。

開放事業の利用者数が1,583名と昨年度対比145%と
なった。特に卓球と囲碁・将棋の平日利用者が増えて
おり、また令和6年度から開始した自習室も好評で利
用者も多かった。
当センターは憩いの場づくり施設活用事業に予約制を
導入しており、どの種目も事前予約をすれば、ゆっくり
開放事業を満喫できると好評で他区からの利用者も
増えている。

▼施設の管理運営について

利用者にとって居心地の良い施設を目指し業務量の
増減等に対応した人員を配置することで安定したサー
ビスを提供し、施設内の不具合は早急に対処して環境
を整えることに尽力した。
また、図書室の閲覧席上部照明のLED化を積極的に
薦め、明るさを改善しながら環境にも配慮した。
多くの方が集う当センターのロビーには、令和6年度に
冷房機器を設置し、猛暑日には涼んでおられる方も多
く見受けられた。

▼憩いの場づくり施設活用事業について
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【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

改善指導・指示を要する事項は特になし。
　施設の目的に沿った適切な管理運営が行われてい
る。地域おこしに結びつく取組など、積極的な施設の利
用促進に努めており、利用者からの評価も高い水準を
維持している。引き続き、円滑な施設運営を行っていた
だくとともに、利用者のニーズを踏まえながら様々な事
業に取り組み、更なる利用促進を図っていくことを期待
する。
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